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最小 176.0 移植前検査

最大 6114.0

平均 1820.3 最小 0.4

標準偏差 1920.7 最大 30.1

最小 4.60 平均 8.9

最大 57.8 標準偏差 7.3

平均 17.6

標準偏差 14.9 最小 12

最小 55.0 最大 405

最大 160.5 平均 106.1

平均 97.4 標準偏差 72.7

標準偏差 36.2

移植方法 全肝 0 最小 18

部分肝 47 最大 1345

不明 1 平均 343.4

同所性 42 標準偏差 307.5

異所性 0

不明 6 正常範囲未満 35

臓器提供者 正常範囲以上 8

脳死体 0 不明 5

生体 48

生体の場合 父 22 正常範囲未満 1

母 25 正常範囲以上 46

血縁者 1 不明 1

非血縁者 0

記載なし 0

不明 0

ＣｈＥ(IU/l)

ALP(IU/l)

移植時身長

γＧＴＰ(IU/l)

移植時日齢

総ビリルビン（mg/dl）

移植時体重

ALT(IU/l)
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移植前食道静脈瘤の有無 その他続発性合併症 免疫抑制剤の種類

あり 25 肝性昏睡 1 4

なし 6 腹水 16 43

治療あり 11 腸瘻 1 0

治療なし 13 呼吸障害 7 26

治療ありの場合 内視鏡的治療 7 消化管出血 7 5

直達手術 0 骨折 0

シャント手術 0 32 症例（重複あり） （重複有り）

その他 4

治療不明 1 成長発育障害 0 転帰 生存 45

不明 17 胆管炎 1 死亡 2

肝肺症候群 0 不明 1

移植前脾機能亢進症の有無 肝内嚢胞 0

あり 23 肝腫瘍 0 最小 25

なし 16 肺高血圧症 1 最大 151

治療あり 2 感染 1 平均 88

治療なし 21 掻痒 0 標準偏差 89

治療ありの場合 部分的脾動脈塞栓術 2 イレウス 0

摘脾 0 ＩＴＰ 1

その他 0 肝腎症候群 1

治療不明 0 その他 6

検査せず 9 11 症例（重複あり）

（治療内容は重複あり）

その他の詳細 肝移植手術症例の経過

移植後何日目死亡
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サイクロスポリン

タクロリムス

アザチオプリン

ステロイド

その他

（治療内容は重複あり）
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